
























































経営研究における臨床的アプローチの構築J (200 1 ~2003年度)を踏まえつつ， 2005年の夏季合
宿において「学校経営研究の実践的有用性j を課題研究として検討しており(その成果は本紀要
第31号、 1~41頁にまとめられている) ，それに続く課題として，今回，実践における研究者の「当































































































































































































































. P.F.ドラッカー(植田淳生編訳) ~イノベーターの条件』ダイヤモンド社， 2000年
・野中郁次郎・勝見明『イノベーションの本質j]2004年， 日経BP社
・「特集 学校経営研究の実践的有用性J大塚学校経営研究会『学校経営研究』第31巻， 2006 年
f特集 教育経営をめぐる環境変動 教育経営概念、及び研究の有効性と限界(1) J日本教育
経営学会編『日本教育経営学会紀要J第49号，第一法規， 2007年
「特集 教育経営概念、の今日的検討教育経営概念及び研究の有効性と限界 (2)J， i課題
研究報告] 教育経営研究における有用性の研究J日本教育経営学会編『日本教育経営学会紀要』
第50号、第一法規， 2008年
パ特集今日における教育経営学の意義と課題教育経営概念及び研究の有効性と限界(3) J ， 





• 1京広司・鈴木成文・服部岩手生・太田平iJ彦・守屋秀夫『建築学体系23 建築計画』彰国社， 1982 
年
• UJ中達也「援助者の援助という視点J ~日本アルコール関連問題学会雑誌J 第12巻、 2010年
・吉武日水『建築計画学への試み』鹿島出版会， 1987年
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